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インフルエンザワクチンの計画的な供給に資することを目的として，2005/06年シーズンの
インフルエンザワクチンの需要予測を行った。
インフルエンザワクチン供給に実績のある医療機関など5,083施設を対象として，2004/05年

シーズンのインフルエンザワクチンの購入本数，使用本数，接種状況および2005/06年シーズ
ンの接種見込人数について調査を行い，2005/06年シーズンのインフルエンザワクチン需要見
込本数の推計を行った。
2005/06年シーズンのインフルエンザワクチン需要は，約2087万本から約2155万本と推計さ

れた。
2005/06年シーズンのワクチンメーカーの製造予定数は最大で2150万本であり，ほぼ需要に

見合う量の供給が行われるものと推測された。
インフルエンザワクチン，需要予測

Ⅰ

1998/99年シーズン以降，インフルエンザワ
クチン（以下「ワクチン」）の不足がたびたび
発生しているが，ワクチンは，通常，製造に最
低６カ月程度，ワクチン製造のための受精卵を
産む鶏の準備から考えれば１年以上を要す
る1)2)とされており，実際にワクチン不足が発
生してからでは対応できない。そのため，次
シーズンのインフルエンザの流行株のみなら
ず，需要についても的確な予測が必要となって
いる。
そこで筆者らは，2000/01年シーズン以降，

医療機関などに対してワクチンの接種状況と次
シーズンの接種見込人数の調査を行うことによ
り，次シーズンのワクチン需要の推計を継続的
に行っているが，本稿では，2005/06年シーズ

ンの需要予測の結果について報告する。

Ⅱ

日本医薬品卸業連合会の協力を得て，全国
の同連合会加盟の医薬品卸売業者が2003/04年
シーズンにワクチンを１本以上供給した医療機
関，老人保健施設，福祉施設75,997施設から，
都道府県を層として供給本数で系統抽出した
5,083施設に対して調査を実施した。調査票の
発送は，2004/05年のインフルエンザシーズン
に入る直前の2004年９月末までに行うよう計画
したが，実際には10月上旬にずれ込んだ。返送
はシーズン終了後に行うよう対象施設に依頼し
た。
調査項目は，2004/05年シーズンのワクチン

の購入本数，使用本数，接種状況，次シーズン
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調査対
象母数
（施設）

購入本数 使用本数

回収数
（施設）

集計数
（本）

推計数
（本）

回収数
（施設）

集計数
（本）

推計数
（本）

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

注 1) 集計数は0.5 バイアルを１ バイアルに換算して本数を算出し，小数点以下を
四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合がある。
2) 推計数は小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しな
い場合がある。
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（2005/06年）の接種見込人数等である。接種
状況は原則として接種ごとに接種者の年齢区分，
接種回数，接種日などを記入したリストの作成
を求め，提出されたリストに基づき施設ごとに
属性別接種者数の集計を行ったが，一部施設か

らは属性別に集計された接種者数の提供を受け
た。なお，接種状況に関する項目は，後述の次
シーズンワクチン需要見込本数の推計に使用す
る，世代別接種回数割合を求めるためのもので
ある。これらのデータをもとに，ワクチンの購

入本数，使用本数，次シーズン
の世代別接種見込人数の集計を
行い，母集団に対する回収率か
ら母数の推計を行った。
推計された接種見込人数から
は，都道府県別世代別見込接種
率も算出したが，接種率の算出
に当たっては，2000年国勢調査
の総人口を用いた。直近の人口
としては，2004年人口推計も利
用できるが，人口推計では都道
府県別の各歳別人口が得られな
いためである。なお，全国の世
代別見込接種率については，別
に2004年人口推計の総人口によ
る接種率も示した。
需要見込本数の推計に当たっ
ては，ワクチンの接種回数が１
回または２回となっていること
を考慮して，接種回数の仮定を
変えて需要量の最小値と最大値
を推計した。
接種回数は原則として13歳未
満の者には２回，13歳以上の者
には１回または２回とされてい
る。そのため最小値の推計では，
世代別接種見込人数の推計値に
対して，13歳未満は２回接種，
13歳以上では１回接種と仮定し，
接種見込延べ人数の推計値を求
めた。最大値の推計では，13歳
未満は同様に２回接種と仮定し，
13歳以上では接種状況の調査に
より求められた実際の世代別接
種回数の割合を当てはめて，推
計値を求めた。なお，１回当た
りの接種量はすべて0.5 と仮
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調査対
象母数
（施設）

１歳未満 １～６歳未満 ６～13歳未満 13～65歳未満 65歳以上

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

回収数
（施設）

人数
（人）

全 国

北 海 道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神 奈 川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和 歌 山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿 児 島
沖 縄
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定し，ワクチン１本当たりの用量を1 とした。
したがって，接種見込延べ人数の推計値を２で
除して需要見込本数の推計値とした。
以上の推計は，すべて都道府県ごとに行い，

これを合計して全国の推計値とした。
ところで，本研究では使用本数についての推

計を行っているが，同シーズンにおけるワクチ

ン使用量は約1643万本であることが，厚生労働
省から公表されている3)。そこで，両者の比に
よって，接種見込人数および需要見込本数の推
計値に対して補正を行い，2005/06年シーズン
の最終的な需要見込とした。
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１歳未満 １～６歳 ６～13歳 13～65歳 65歳以上

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

人数
（人）

率
（％）

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
沖 縄

全年齢

人数
（人）

率
（％）

注 人数は小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合がある。
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Ⅲ

調査票回収施設数は1,594で，調査票送付施
設（5,083）に対する回収率は31.4％，調査対
象母集団（75,997）に対する回収率は2.1％で

あった。

は，回答のあった施設の2004/05年シー
ズンのワクチン購入本数と使用本数を都道府県
別に集計し，母集団に対する回収率によって母
数の推計を行ったものである。
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（単位 本）

需要見込推計本数（最小値）

総数 １歳未満
(２回)

１～６歳
(２回)

６～13歳
(２回)

13～65歳
(１回)

65歳以上
(１回)

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島

注 小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合が
ある。

沖 縄
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購入本数の全国合計は集計数が420,519本で，
推計値は19,783,744本であった。また，使用本
数の全国合計は集計数が383,220本で，推計値
は18,002,420本であった。

は，2004/05年シーズンの接種見込人数
を都道府県別世代別に集計したものである。回
収ベースで１歳未満が6,162人，１～６歳が
92,319人，６～13歳が82,074人，13～65歳が

300,759人，65歳以上が297,922人で
あった。

は， の集計値を母集団に
対する回収率で除して都道府県別世
代別に接種見込人数を推計するとと
もに，その推計値を当該年齢の2000
年国勢調査総人口で除して見込接種
率を推計したものである。
接種見込人数は，１歳未満が

298,088人，１～６歳が4,438,406人，
６～13歳が3,928,418人，13～65歳
が 14,496,406 人， 65 歳 以 上 が
13,919,247人で，合計37,080,565人
であった。都道府県別にみると，１
歳未満では山形県，山梨県，香川県
の0人から東京都の48,592人に，1～
６歳では島根県の7,504人から東京
都の480,042人に，６～13歳では島
根県の6,803人から東京都の328,604
人に，13～65歳では山梨県の67,182
人から東京都の1,617,586人に，65
歳以上では徳島県の87,434人から東
京都の999,781人に，全年齢合計で
は山梨県の221,959人から東京都の
3,474,605人に分布していた。
見込接種率は，１歳未満が25.4％，
１～６歳が74.8％，６～13歳が45.5
％，13～65歳が16.3％，65歳以上が
63.3％で，全体では29.3％であった。
都道府県別にみると，１歳未満では
山形県，山梨県，香川県の0.0％か
ら岐阜県の114.1％に，１～６歳で
は山形県の17.3％から長崎県の
149.4％に，６～13歳では島根県の
12.6％から長崎県の115.3％に，
13～65歳では埼玉県の9.7％から鳥
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（単位 本）

需要見込推計本数（最大値）

総数 １歳未満
(２回)

１～６歳
(２回)

６～13歳
(２回)

13～65歳
(１，２回)

65歳以上
(１，２回)

全 国

北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 馬

埼 玉
千 葉
東 京
神奈川
新 潟
富 山
石 川
福 井
山 梨
長 野

岐 阜
静 岡
愛 知
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山

鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡

佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島

注 小数点以下を四捨五入しているため，都道府県の合計が全国と一致しない場合が
ある。

沖 縄
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取県の41.4％に，65歳以上では山口県の36.5％
から長崎県の125.5％に，全年齢合計では埼玉
県の18.3％から鳥取県の63.6％に分布していた。
なお，2004年人口推計の総人口により全国の

世代別見込接種率を求めると，それぞれ26.7％，
76.7％，46.9％，16.6％，56.0％で，全年齢合

計では29.0％であった。

と は， の接種見込人数から需要
見込本数を推計した結果で， が最小値，
が最大値である。

全国の需要見込本数の最小値は，
１歳未満が298,088本，１～6歳が
4,438,406本，６～13歳が3,928,418
本，13～65歳が7,248,203本，65歳
以上が6,959,624本であり，総数は
22,872,739本となった。都道府県別
にみると，１歳未満では山形県，山
梨県，香川県の０本から東京都の
48,592本に，１～６歳では島根県の
7,504本から東京都の480,042本に，
６～13歳では島根県の6,803本から
東京都の328,604本に，13～65歳で
は山梨県の33,591本から東京都の
808,793本に，65歳以上では徳島県
の43,717人から東京都の499,890本
に，全年齢合計では香川県の
121,330本から東京都の2,165,922本
に分布していた。
最大値の推計には，13歳以上に対
して実際の接種回数割合を当てはめ
た。全国値では，13～65歳の２回接
種割合が7.8％，65歳以上では2.3％
となっていた。都道府県別の最大値
の推計には，都道府県別の接種回数
割合を用い，その合計を全国の最大
値の推計とした。
最大値は，13歳未満では接種回数
の仮定が同じなので最小値と同じで，
13～65歳が7,817,866本，65歳以上
が 7,124,483 本 で あ り， 総 数 は
23,607,261本となった。都道府県別
にみると，13～65歳では山梨県の
34,617本から東京都の867,800本，
65歳以上では徳島県の43,910本から
東京都の517,664本，総数では山梨
県 の 133,598 本 か ら 東 京 都 の
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人数 接種率１)

（％）
本数

（最小値）
本数

（最大値）

総 数
１歳未満
１～６歳
６～13
13～65
65歳以上

注 1) 接種率算出には2004年人口推計の総人口を用いた。
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2,242,702本に分布していた。

のように2004/05年シーズンのワクチン
使用本数は約1800万本と推計されたが，同シー
ズンにおけるワクチン使用量は約1643万本とさ
れており，9.6％程度過大に推計していた。そ
こで，接種見込人数および需要見込本数の最大
値と最小値に対して，この分の補正を行ったと
ころ， に示すように，接種見込人数は全年
齢合計で3384万人，見込接種率は26.5％となっ
た。また，需要見込本数は最小値が2088万，最
大値が2155万本となった。なお，この見込接種
率は2004年人口推計によるものである。

Ⅳ

2005/06年シーズンのワクチンの需要見込本
数は，補正前の値で2287万～2361万本と推計さ
れた。しかし，本調査の調査票回収率は31.4％
とあまり高くなく，ほぼ同様の方法で行った
前々シーズン，前シーズンの調査における回収
率の40.2％4），42.2％5）と比較しても低いもの
であった。その理由としては，2002年11月に中
国広東省で重症急性呼吸器症候群（ ）が
発生し，前々シーズンの終盤に医療関係者の関
心が高まったり，また，前シーズンにおいては，

に関連してインフルエンザワクチンの
接種勧奨がマスコミ等を通じて広く行われ，ワ
クチン不足を起こすような状態だったりしたの
に対して，今シーズンは，ワクチン供給量が大
幅に引き上げられるとともに，深刻な
の流行もなかったことから，前２シーズンに比
較して関係者の関心が薄まったことが影響して
いるのではないかと思われる。
いずれにせよ，この回収率のため，回収施設

に偏りが生じている可能性は否定できない。施
設の規模や標榜診療科などによって回収率に違
いがある場合，需要量の推計に偏りが生じる。
本調査では，回答施設の2004/05年シーズンの
ワクチン使用本数を調査しており，そこから同
シーズンの全国のワクチン需要本数は，約

1800万本と推計された。厚生労働省の第９回イ
ンフルエンザワクチン需要検討会の資料3）によ
れば，同シーズンの製造量は約2074万本，未使
用量は約431万本となっており，この差，約
1643万本を実際の使用量とすれば，筆者らの推
計値はこの109.6％に当たり，本研究全体では
9.6％程度過大に推計しているものと思われる。
そこで，結果で得られた世代別接種見込人数，
接種率，需要見込本数の全国値に対してこの偏
りの補正を行った。その結果，最終的な需要見
込本数を2088万～2155万本とした。
ただし，都道府県別の使用実績については不
明であるため，都道府県ごとの回答施設の規模
の偏りについては不明である。また，都道府県
別の回答施設数はかなり少ないところもあるた
め，これらの回答施設には施設規模と標榜診療
科の偏りが比較的大きい可能性がある。した
がって，都道府県別の推計値，特に13歳未満の
年齢区分における推計値については，あまり信
頼性が高いとは言えない。さらに，医療機関あ
るいは担当医のワクチン接種への熱心さといっ
た，客観的な評価の困難な要素が偏りを生じさ
せている可能性も否定できない。
筆者らは本研究と同様の方法で，2000/01年

シーズン分から継続してワクチンの需要予測を
行っており，2000/01年～2002/03年シーズンの
予測は，実際の使用実績に照らしてほぼ妥当な
もの4）であったが，2003/04年シーズンについ
ては，過小に予測していた5）。2004/05年シー
ズンについては，1817～1898万本の需要がある
ものと推計5）したが，前述のように同シーズン
の使用量は1643万本とされており，推計値の下
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限でみても約10.6％過大に予測したことになる
。

１つの原因としては，2004/05年シーズンの
予測では，2003/04年シーズンの使用本数の推
計値と厚生労働省の公表している使用実績から
みて，3.1％程度過大に推計している可能性が
あったが，比較的偏りが小さいため，今回のよ
うな補正を行わなかったことがある。また，接
種見込人数全体としての予測はほぼ適切なもの
であったが，世代別で13歳未満の接種者数を過
大に予測していた。13歳未満では接種回数が原
則として２回であるほか，本推計に際しては１
回当たりの接種量をすべて0.5 と仮定したた
め，予測がかなり過大となったものと思われる。
そこで，2005/06年シーズンの接種見込人数

に対して，接種回数については同じ仮定で，１
回当たりの接種量を薬事法の用量どおり，１歳
未満0.1 ，１～６歳0.2 ，６～13歳0.3 ，
13歳以上0.5 とした場合の同シーズンの需要
見込本数を試算してみたところ，最小値は
18,399,857本，最大値は19,134,380本と推計さ
れた。ただし，バイアル当たりの容量は１ ま
たは0.5 であるため，開封後当日中に使用し
きれない端数が廃棄されることになる。そこで，
本調査の回答施設における2004/05年シーズン
の世代・接種回数別接種者数から必要量を算出
し，使用本数との差から廃棄量を推定したとこ
ろ，実際の接種量の約5.6％が廃棄されている
ものと考えられた。したがって，需要見込本数
にこの分を上乗せするとともに，回答施設の偏
りで補正すると，最終的に最小値は1773万本，
最大値は1844万本となった。
この試算は，接種の実態をかなり忠実に反映

しており，接種者数の予測が正しければ，この
程度の需要見込となる可能性もある。しかしな
がら，これまでの需要予測を接種者数で詳細に
検討すると，13～65歳については，一貫して接
種者数をかなり過小に予測しており，さらにこ
の世代は接種率が2005/06年シーズンの予測に
おいても15％台と，他の世代に比べてまだ伸び
る余地が大きいことなどからみて，同シーズン
の接種者数もかなり過小に見積もっている可能

性がある。また，この世代の人口は，2004年人
口推計の総人口で87,528,000人おり，すべてが
１回接種と仮定しても，接種率１ポイントの増
加が約44万本の増加となる。さらに，65歳以上
の接種率については，そろそろ頭打ちになりつ
つあるが，この世代の人口は毎年約50万人ずつ
増加していることから，需要本数そのものとし
ては，ある程度の増加が見込まれる。したがっ
て，これらの世代の動向次第では，やはり2000
万本程度の需要になる可能性が見込まれる。
これらの需要予測は,あくまで2004/05年シー
ズン中における現場の医師の予測を集約したも
のであり，ワクチン接種の動向に影響を与える
可能性のある調査票回収後の出来事については，
当然，考慮されていない。したがって，ワクチ
ン接種シーズンに向けての，あるいはシーズン
初期の高病原性鳥インフルエンザや の
動向によっては，想定を超えたワクチン需要が
引き起こされる可能性もある。また，ワクチン
需要がインフルエンザそのものの流行に左右さ
れることは言うまでもない。さらに言えば，こ
れらの出来事がマスコミによってどのような扱
い方をされるかということも影響するだろう。
また，これらの流行が全くみられず，マスコミ
にもワクチン接種が取り上げられることなく世
間の関心が薄れれば，予測を下回ることもあり
えよう。
以上のように，ワクチン需要には様々な不確
定要素があり，本研究の予測はあくまでも2004
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/05年シーズン中のインフルエンザをとりまく
状況に基づくものであることに留意する必要が
ある。
なお，第９回インフルエンザワクチン需要検

討会3)によれば，同検討会時点での2005/06年
シーズンにおけるワクチンのメーカーの製造予
定量は最大で2150万本となっており，ほぼ需要
に見合うだけの供給がなされるものと考えられ
ている。

本研究は平成16年度厚生労働科学研究費補助
金（医薬品等医療技術リスク評価研究事業）に
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